東强地域に於けるを撤目 
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高 島 春 雄 

東京文理科大學勘物學敎室 

I 緒 言 

京辄帝大理票部中村健兒博±の「東現地域にがける動物と人生第一研究 
東亞ち毒動物」なる御調巧の一部として蜗類を分嬉せよ、との同傅±よ？)の淘 
依頼に肯ひ該地域にがけるサソリ類を一通ら調をしてみた。實物じつき調齋し 
得たのは極めて僅少の種類に止まら、他はまとしてか國擧者のものせるを獻じ 
賴るほかはなかつた 0 何よりもホに、予をして勉强のが機を得せしめ且つ日本 
諸擧振興を員會よりの硏究補助金の一部を割讓された中村巧 X じ深甚の敬意を 
表する 0 而して博女は其の硏究中道じして S 度應召廿られ同下某部隊に在る 0 
其の御武運長久を切に祈念せずに居られない0尙口本諸學振興を員會にも謝意 
を表明するものである 0 

抑 A 東巧地域とふも其0載域に闕しては當局よ！)明確な指示もないやうでお 
捨じ困ずる場合も起つて來るが、予は西は目口度までとして、ァフダニスタン、 
バルチ スタ ンを 含まず、東は ギルバー ト諸島、 フイ ージー諸島、ニュー ジーブ 
ンドまで、即ち日附變更線む西としニューへプリデス、ロアョーブ、 ニュー方 
レ ド ニア を含むけれども ハワイ、 サモア等は入れない- さういふ 地域のもの 


ホ巧亞をを巧巧弼を類の巧を（其の十六） 


Jlcxh Nw . 3/4 ( 1945 ) 



( 69 ) 

と勝手にをめて取拾した〇サソリは巧來熱帶•盛赞帶じ夕くの種賴をみ化させ、 
柬巧地域所產と稱するも其の大部みは南ホ諸地域の產である0印度及びセイ P 
ンにがては碑に彩多の極類が現れて居る0而して邦人擧者の人手し得るサソジ 
憬ちじはす思謹に巧度虛のものが贼い〇ずにしても巧度刮有觀と看做されるサ 
ソリは今日まで一度も實询を檢し得ないのを遺憾とするのである0 
み類蠻者には微じ人 b 細を穿つ細をま義者が往々あら、サソリじ關してもを 
の R . L Pocock は東巧蜡域のサソリに闢し多くの種や-巧穂を設定した 0 巧は 
斯界じ令名ある擧をではあるが何みにも細かじみけすぎる0巧の說じ一々猫順 
であつたらきらがない0併し广巧みにも據品に惠まれない現がじがては記載によ 
b 剌骄サねは•ならぬので、思ひきつた整理を巧:へてチる元氣を持てないわけで 
他口が磯を巧ば氏の提唱した幾多の新群の巧檢討をしたいと念ずるものでがる 
( Pocock は多足類 • 蛛お類に關し大小多數の報たを發表した斯界の權威者の1 
人であるが、後哺穿 L 動物に轉巧し晚年は其のはぅの大家として聞えた )0 東班 
地域のサソリは少ぐも1•如穗に達するが逐一-苗檢討したらもつとずつと種數を 
減じ得るのではないかと考へる0 

史獻渉獵じは東京が堕科大擧動物擧教窒あび東京ホ爾大學理蔡部動物舉敎室 
じがて嚴も多く巧化を得た0前者のま巧を英通敎授、後者のまな隔西要敎授じ 
謝意を捧げねばならぬ0尙足非を照を要する支獻じして ロネに 無く 、さらとて 
今の時世ではか罔の硏究機關と擲絡のしやぅも無いので、其の全貌を B 巧かじし 
得ない趣類が予じは巧當ある 0 を等は み巧した 範圍で判斷 せざる を得なかつた 
から意かな獨節が含まれて居るかも知れぬことを•騰れ る 0何とい つてもホの 3 
著は便利なもので 今 到 も 稗 益せ ちれる 所 多大で あつた0 

於 ar ) Kraepelin 一 ■Scorpiones und Pedipalpi Das Tierreich 8. Lieferung (1899) 
民 • I . Pocock — The Fauna of British India , including Ceylon and Burma . 
Arachnida (1900) 

Franz Werner - Scorpiones , Pedipalpi Bronns Klassen u ! v ;1 Ordnungen des 
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Tie 打 eichs Bd 5, Abt. 4, Bu 沈 8, Lief.1&2 (1934) 

"南ち圃，’のサソリじ關しては近く刊行せらるべき別稲 r 南ぶ諸地域の頓槪 
說」じ纏めて置いたからをれを參照せられんことを望む。 

昭が 20 年 3 巧 20 日誌 ナ 

II 巧産科屬一覽 

I BUTHIDAE ネョクトウサソ矿す斗 
Buthinae 斗ョクトウサソリ亞科 

(1) Butbus Leach (1815 ) キョクトウサソリ趨 

(2) Butheolus Simon (1%3) 

(3) Charmus Karsch (1879) 

(4) Stenochirus Karsch (1891) 

(5) Isometroides Keyserling (1884-89) 

(6) Lychas C.L. Koch (18 お )ヒノホトサソリ駿 

(7) Uroplectes Peters (1861) 

(8) Hemibuthus Poco 沈 （ 1900) 

(9) Isometrus Hcmpnci ct Ehrenbe 巧 ( 182 S) マタ’ラサソリ感 

II SCORPIONIDAE コガネサンリ科 

Urodacmae ウ u 夕•クス亞す斗 

(10) Urodacus Peters (1861 ) なウロダクス儀 

ScorDiom 打 ae スコルピオ巧,.：牛 

(11) Heterometrus Hemprich et Ehrenberg* (1 链 9) チャ グロ サソリ屬 

Ischnurinae ヤへヤマサソリ巧な斗 

ホ Hemihoplopu.s Birnla ( ] り 0- りは Kraep 純 n (む)08,の1のに據る時は鱗としで獨立せ 
しめるに短し*_：ぃものでをる力、ら本稿中にがては TJrodacns 中に含ましめた。 
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(12) Opisthacanthus Peters (1861) 

(13) Hormiops 的 ge (1933) 

(14) Liocheles Sundevall (1833) ヤへャマサソリ患 

(15) lomachus Pocock (1893) 

(16) Chriomachetes Pocock (1899)- 

III VEJOVIDAE アカサソリ科 

Scorpiopsinae コグシサソリ頭科 

(17) Parascorpiops Banks (1928) 

(18) Sc ii-piop; Peters (1861) 

IV じ 1-lACTIDAE カクタス科 

Chaerilinae クシブンサソリ巧科 

(19) Ch lerilus Simon (1877) クシランサソリ聲 
V BCTHRIU 民 IDAE ヒラタかソリ科 

( 如 ） Cercophonius Peters (1861) 

(21) Timogenes Simon (1880)** 

巧 讀み窠 表 

I 胸板は 2 かの細い攒斜の板に蚊れ幅は長さの數倍（時に殆ど認め難いことも 

ある）.揃狀器のホ間部は大抵爲辣を列ねた如き形狀である . 

. Bothnunclae し ercopho 打 lus 

2 胸板はみくとも幅は長さの 2 倍に達する . が*-し屡々長さが幅を超えることが 
ある 


* 1か化 oseorpio Werner (1936)は届として巧なせしめるに値しないものと思考し本搞 
坪にがては Chiromachetes 中に含'ましめた 0 


本性のはつきりしない履でみる 





(た） 


la 歩脚が節の基部に願節膜中に巧ホにのみ1盧の雜距がある.胸板は feS 蓉な 
五角形……………* . . ... . Scorpion-*Jae 

说尾部を節に 1 盧不數の中破あるのみ.技節ホ節ホ端に巧咏あるた:;葉を有 

す5 . .UrCHlac:nae Uro.kv'jus 

2b 第1〜4尾節は下ホに2條の中献を持つ 

お资節ホ節は先端に圓い側葉を具へる.該觸葉の緣は 1 そ爪葉と哉に…-つ 

の尖つた綾を作る.掌の _ k ホは大抵圆くなる . 

...Scorpioninae Hetcrom.cti.us 

3 b 蕊節末節に圓レ、側葉が無いから側端緣はぶ葉と共に 一〇の直巧技を作 
る-手は儒く壓定される.常に明藤な指獄がある .Ischnurinae 


4a 中眼は背甲中央よりも幅たる. . . Chirc.machetes 

4b 中眼は背甲の中央に化證する 

说巧節ホ節は下面はを側に巧かな棘を具へる . Opistkiomthus 


訊繁節お節は下面に刺毛ををするのみ，或は非常に小さ〈棘ある® 
の1中央列を具へるのみ 

おが節躬節は下かこ微小な刺毛を有する-側眼は上ホから觀れば 


構じついて居る如く見える 

7a 側眼は各側2箇のろ .Hormiops 

7b 側醒はを側3箇 .Liocheles 

か餅節末節は刺毛おく微小な棘の1お中巧を具へる.溃後の側お 
は上からでは殆ど平®じをえる .lomachus 


lb 步脚雜節の基部に顯節膜中に外側及び內側に向ふ1〜2箇の路距がある.胸 
巧は屢々前ホに巧つて狹長となる 

姑側眼はを側 2 篱（稀に側眼を缺くのもるあ） . 

. . . . ... Chactidae Chaenlinae し haenlus 


2 bflij 眼はを側3八5箇 















お胸板は前ホに s 角形を成して獄まる.極めて稀に狂角おを呈する（处 
の場をじは第も第4步脚の蕊節基部に路距を具へる）.揃狀器の中間 
部は眞珠を列ねたやうには見えない.側眼は3〜5箇.な々毒針の下ホ 


じ袋萍リろてある . Buthidae Buthinae 

4 a 跑距は第 3、 第 4 步脚の何れにも無い . . Isometrus 

4 b 擲距は第も第 4 兩步脚に具へる 

献大腮のす動纽枝は下緣じ1〜2齒を具へる 

細背巧は 眼 斤-後ホに 深い機陷 凹を具へる . Butheoius 

6 b 背甲は橫陷凹を缺く 


7 a 腹部が板は3励•旌（みくともホ端の板じがて） 

8 a 大腮不動鋪枝には2樹がある，背甲は多くは明かな顆粒 4 生 

の侧硕及び中献を持つ . Buthus 

純大腮不動撕おじは1輕がある.背甲は颗綻'陸の献を缺く 

お義針の下ホに袋刺を缺く（多くは舊北區の產） . 

. Hemibuthus 

9 b 毒針の — F 方に袋刺を持つくは卫チオビ r 及び寧洋區 

の產） . . . . . Lychas 

化磁部が板は1献性.或は中觀も又缺如ずる 

お總ベての尾節に破を缺くか或は尙1〜3節にがてのみ痕跡的 
の献を見る 

お尾節ど暮蔡とじは短い貞毛ををずる.尾節の下面は1〜3 
節に尖つた颗粒を有する • 觸鬚の指部は長い1基底巧!の 
他に5斜列を具へる.斜列の基部は2衛の外方の側顆粒 

じ終る… . Charmus 

9 b 尾節と毒喪は毛に被はれない.尾節下がは滑澤で針でつ 
、いたやうな小點刻を密布する.觸鬚の指部は殆ど半み 
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は蓮なら合ふ10斜列を具へる：其等の斜列は基部じがて 


•弓〜6箇の側顆粒じがる’. . . . StenochirUs 

8 b 總べての尾節（又は其のうちの夕ぐのもの）の戚は明瞭、 

顆粒を發達せしめる . Isometroides 

5 b 大腮の不動謝おは下緣じ齒を飮く . Uroplectes 


3b 颇あは側綠平行し幅は長さじ勝ら深い中央溝が見られる.髓狀器の中 
間部は往々眞珠を巧(ねた如き樣モ.側眼は常に 3 箇な巧.ホ脚碟'節〇 

基部に 踐距を缺く.毒針の 下ホに 装刺 も 無い . 

.VejoviJae ： 5COrpiopninae 

4a 側眼は 3 對.尾節のを献は强刷なる端棘を持たない.觸鬚の輕節の 

下面はを緣じ10本の聽毛をみへる . Parascorpiops 

41端！! 眼は 2對.尾旣の背献 は ！〜4節に强端棘を有し10〜19本の聽毛を 

ぞするか或は端棘無く 6〜8本のみの聽毛を有するかである . 

. . . .ScorpiODS 


m 所産種類目錄 

(1)Buthus atrostriatus Pocock, 1897 

JouTD, Bombay Nat. Hist. Soc., xi, p.106 (1897 )； Pocock, JFauna Brit, Jnd Arach- 
nida, p. % (1900) 

Upper Sind ( 巧を） 

け ） Buthus nigiscutis Pocock, 1897 

Journ. Bombay Nat, Hist Soc., xi, p.106 (1 滿 7) ; Kraepelin, Tien%, Scorp. etc., 
p • 孤 (1899); Pocock, F. R JL ん， p. 26 (1900) 

South Deccan ( 巧度 Mahableshwar では 5000 B^^ の地點で巧お されでちる） 

Pocock (1900 ) は同じ South Deccan 產じ暮ま B. nigiscutis nigritis なる强 
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種を設をしたが其の必要は無いと思ふ0 

(3) Buthus pachyurus Pocock , 1897 

Journ. Bombay Nat. Hist. Soc., xi, p- 107 (1807) ； 虹 a^pelin, T. S ‘， p-20 (1899) 
Poco 沈， R B. J •ん， p. 27 (1900) 

印度 

(4) Buthus doriae odonturus Pocock , 1897 

Bath us odoutnrus pocock, Journ. Bombay Na 夕 Hist Soc., xi, p.l04 リ 897); KV - 
aepelin, T. S., p-27 (1899) 

Buthus doriae odonturus, Pocock, F. B.1.A., p.16 (1900) 

Sind (巧度） 

基亞種はイブンの Teheran 產〇 
(目 ） Buthus australis finitimus ( Pocock , 1897) 

Prionurus finitimus Pocock, Journ. Bombay Nat. Hisfc. Soc., li, p-103 (1897) 
Buthus australis var. だ niti 住は， Kraepelin, T*. み, p* 16 (1899) 

Buthus australis finitimus, Pocock, が . B.1.A 。p ••が (1900) 

Siad (印度） 

を巧種は Algeria なび Tunisia のを 0 

(6) Buthus martensii Karsch , 1879 キヨクトウサブリ（異名マンシウサソリ、 

ブクシサソリ） 

Mitt. Miinchener ent, Vereins, i ん p.112 ¢1879) 

詳細の synonym 夕は曰ネま巧振興會よらお版せらるべき「日本動物目錄 J に 
巧げて糧いたから茲じは略ナ〇 

臺灣よりは岩川ぶ太郞氏、岸围义吉巧の報吿がある力;ちのを地といへるかど 
うか怪しい0其の所なは拙稿「極東蜡」じ述べて暂いた0朝鮮では黃お道黄が 


を規な F. B‘ J. ムとな配すえ。 
A な爾巧 T. S. と略おナる。 
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じのみ樽旨、ずるが化處のは人爲がに移就されたのだといふことじなつて居る。 

化は內蒙古、滿測、關東が、民詞（巧■お、巧橘、山東、山匹、な蘇、 E 違の諸 
皆）じ產する 0 福建省のは自がの分布を示すものではないらしい。 

こ 7) Buthus tamulus (Fabricius, 1798) 

Scorpio tamiilns Fabridi 巧, Ent.Ryst., sup が . 、 p- 294 (1 巧み 
Buthus grammurus, Kraepelin, T. iS., p-20 (1899) 

Bnthns tamulus, Pwock, F. R L A., p-23 (1900) 

璋印度 

Pocock (1900 ) は B. tamulus concanensis, B. t ， sindicus, B. t. gujaratensis, 

B. t. gangeticus の 4 盛種を 設定した が其の 必要は 無いと思ふ 0 
(8) Buthus caucasicus przewalskii Bimla, 1897 ムギヴ ブサソリ 
Annnaire jMus. St.-Petersb.,ii,p-387 (1 微 7) ,Kraepelin, T. S., p-25 (1899) 

Buthus caucasicus przevalskii, Birula, Annn.Mus.Zool.Acab.Leningrad, xxvni,p-204 ： 

。谷の） 

Lob-nor (今日の新强 省）， Tschertschen, Berg Tscbtachon (カシュガル 南部），蒙古。 
墓 盛 種はトブンスカウカサス，ツ >«^ ケスタン，イヴン，アフガニスタンの 產。 

{ 9 ) Buthus alticola Pocock, 1895 

Journ.rinn.Soc.,xxv,p-302 (1805), Kxaepelin, T. 8., p-21 (1899), Pocock, F. B. L 
A., p-21 (1900) 

Buchara, Punjab, Chitral ( ヒンゾ - クシ山脈に連る所 5000 5 ；^ の地點で採集さ 
れて 居る ）0 Birula (18g7) は B.alticola buchafiensis, B, a, penjabensis の 2 亞 

種を設定したが其の必要は無いと 思ふ。 

(10; R が hus he 打 dersoni Pocock, 1900 
F. B. i • ん，卜 26 〔 1900 ) 印度 
(11) Buthus acute-carinatus rugosulus Pocock, 玉 900 
F. B.1.A 、 p-20 (1900) 

印度中央棘なびぶ西部0墓節-種は ァブビヤ，れ诲西 棒’ ^ジ ブト等の產〇 基亞 種とは 第 



O 居節をく淡黃色で攀部义一居大なるにより區別されるといふ0 

(12) ]Vhu 3 eupcas rnongolicus Birula, 1911 

Ilov. n げ义し、 M し''づ .. れホし Ts! パびみ xi,p-l05 (1011}； F>irii]a,Annu. 姐がス ooL Acad. 

レ ;ムだ rad, xxviii, p- 203 (；〇27：； Schcnkel, ArkX Zool., xxvii A, 11 o,SO, が（巧 34) 
原記;こは Mongolia centralis とちる 〇 Schenke! (1934) U 8. W. Mongolei, Etsing- 
ol ニブ Tien-«han： TJi’umctn を産地と して 舉 げた 0 Eisin-gol は 今 曰の 蒂海 省にをつ て 
巧冷が:たろ—にが招ずる。 Tien-s!ia 打 は 天 山， Urumchi は今の 新歷省辿 化でをる。尙基班 
種は トランスカウカ シア の產。 

(13) Batbus extremus Werner, 1936 

Festschrift f. Enibrik Strand, Riga, ii, p- 173 (1936) 海峽殖民地 

(14) Butheolus melanurus (Kessler, 1876) 

Butliiis melanurus Kessler,Horae Soc. ent. Ro 紙,が ii，j>.]6 (1876) 

Butheolus melaniirijs, Kraepeiin, T. S., p*35 (1809)； Pocock, F. B. J. A., p-28 (1900) 

シシリ ^ ，エジプト，ヌビア，アブビア，パレスチナ，トランス々スピア， 

ネバ Chiva, 印度では Punjab。Pocack (1900) は；!ヒバルチスタン產じ基き 
B. melanurus fuscipes なる 亞 穂を 設定 たが其の必要は無いと思 ふ 0 
(1 う） Butheolus pallidus Pocock, 1897 
Journ. Bombay Nat. Hist. Soc.，xi,p 409 (1897 1 ； Xraepelin, T. R, p-36 (1899); 
Pocock, F. B. 1 . A., p-30 (1900) 

Sind (巧度） 

(16) Butheolus flavescens Pocock , 1897 

Journ. Bombay Nat •战 at. Soc.,p-110 (1897;; Pocock, F. B. J. A., p-30 (1900) 
Kattywar (印が） 

(17 ) Butheolus bicolor Pocock, 1897 


.Tonrn. Bom 知 y Nat Hist Soc,, な p 408 (1897)； Kraepelin, T. S. ,p-36 り 899),P か 
cock, F. B.1.A., p-31 (1900) 

西がッッ出贩（印度） 
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(18) Charmus laneus Karsch , 1879 

Mitt. M む ichener ent. Vereins, iii,i)-I04 (1879 )； K ： raepeliii, T.S ,p-30 (1899 )； Poco- 
ck, H. B.1‘ A., p-39 (1900) 

チルカ颁附近（印度）， セイロン 

(19) Charmus indicus Hirst , 1915 

Ann. Mag. Nat. Hist., xv, p-224 (1915) 

Coimbatore (巧度） 

(20) Stenochirus sarasinorum Karsch , 1892 

Berlin, ent. Zei 妃，友 xxvi, p- 與 )6 (1892 )； Kraepeiin, T. a, p-39 (1809 )； Pocock, F. 

B. J. A., p-33 (1900) セイロン 

(21) Stenochirus politics Pocock , 1899 

Journ. Bombay Nat. Hist. Soc., xii, p-262 (1899 )； Pocock, F. B. J. A., p-33 (1900) 
Kanara (巧 巧） 

(22) Isometroides vescus ( Karsch , 1880) 

Jsometrns vescus Karsch, SB, Ges. naturf. Berlin; p-56 (1880) 

Isometroides vescus, Keyserling, Arach. Austral., ii,p-l7 (1884-89 )； Kraepelin, T. 

ん， i>40 (1899) を洲 

(23) Isometroides angusticaudus Keyserling , 1884-89 

Arach. Austral., ii,p-19 (1884-89 )； Kraepelin, T. ft., p-40 fl890；; TCraepeli!] ， Ark. 
f. Zool., x,no. 2, p-21 (1916) Peak Downs C な洲） 

(24; Lychas scutilus C . L . Koch , 1845 

Arach., xii, p-3 (1845); Pocock, R B.1.A., p-37 (1900) 

ビルマ（南チナセリム），馬 ホ半 鳥，スマトラ，ジャワ,モルツカ群 鳥等。 アフリカ公 
Sansibar, Congo などに を 巧され た 0 
(25) Lychas flavimanus ( Thorell , 1888} 

Jsometriis flavimanus Thorell, Ann. Mus. Genova, xxvi, p-409 (1888); pocock, 
Webers Reise Niederl. 0.-Ind.,iii,p*87 (1893) 
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Archisometrus flavirnaniis, Kraepelin, T. S.. p45 口 899) 

マラツカ，スマトラ,ボルネオ 

(雖 ） Lychas nigrimanus ( Kraeoelin , 1898) 

Arcliisornetrns nigrimanus lOaepelin, Mitt. Mas. Hamburg, xv,p43 (1898 )； Krae- 
pe1in,T. a, p -が (1899 ) スマトラ 

Meise {m2) は前種の盛種拉のものかも知れね と 推測しを。 

(27； Lychas iweecliei Kopstein , 1937 

Uaffles Mus. Singapore,13, p-175 (1937) Pahang (馬巧半島） 

<28,; Lychas mucronatus ( Fabricius , 1798) ヒノ モトサソリ 
Scorpio niticronatns Fabricins, Ent.Syst., 抓 pp!., p-294 (1798) 
ison) け tn が mucronatus, Thordl, Ann,M\is. Genova, xxvii, p-566 (1889) 

Jsometrns (Archisometrus) mucronatus, Pocock, Webers Kelse Nieder]. O.-Jnd, 
iii,p-85 (1893) 

Archisometrus mucronatus, Kraepeliii,T. S., p46 (1899) > Wu, Sinensia, vii ， n かる 
P-117 (1936) 

Lychas mucronatus, -Pocock, R B. X. A., p^6 (巧 00), Meise, jVIitt. ZooL Mus. Ber¬ 
lin, xvni,Ht. 3, p-264 (1932 )； Werner, Bronns Klass.Ord. Tierreichs, v, Abt. 4, 
Buch 8, JJef.2, p-271 (1934); Takashima, 拟 ogeographica,ni,no •もが朗 (1941) 
Lychas chinensis, Kishida, Rep. ist Sci. Exped. Manchoukuo, Sec, V, Div. J, 

Part JV, Art.10, p44 リ 939) 

民留（華南), ビルマ,巧 度ま那半葛, シャム , 馬ホ, スマトラ , ジャ 7, バリ,ロムボッ 
ク，义ムパプ，フ。レス，セレべ义 , モルツカ辩离〔アムボイナ） , チモ - 瓜，比傑を等 （ 
ニュ — ジ—ラン ドなぴマダ ガス カルのは巧然の機會に移密されをもの。 

(29) Lychas armatus ( Poco 沈， 1890) 

JLsome か口 s armatus Pocock, Jour。. Linn. Soc., xxUi,D439 (1890) 

Archisometrus ar 阻 atus, T. S.,p-47 (1899) 

Port Essington をび Adelaide U 嗅に巧洲） 
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(30) 油 as perfidus ( Keyserling , 1887) 

Jsometriis perfidos Keyserling, Arch* Austral • ぶ， p- 巧 （ ]887) 

Archisometnis perfidus, Kraepelin, T. 8., p-47 (J809) フイークー 

(31) Lychas infuscatus ( Pocock , 1890) 

Isometnis infuscatus Focock, Jonrn. Linn. Soc., xxui, i>438 (1 如 0) 

Archisometrus infuscatus, Kmepdin, T. S., p-47 (1 郎リ）比律た 

(32) Lychas bituberculatus ( Pocock , 1891) 

Isometrus bituberculatus Pocock, Ann. Mag. Nat •印 st,,，‘s なぶ，がふ p ご!; 3 (IP*'I) 
Archisometrus bituberculatus, Tvraepelin, T. S., p-48 (1699) BaiKiin レ! ni)d (藻洲） 

(33) Lychas rugosus ( Pocock , 1897) 

Archisometrus rugosus Pocock, Jonrn. Bombay Nat. Hist.,xi, p'ln (1897)； Kr- 
aepelin, T, S., p.48 (1899) 

Lychas rugosus, Pocock, & B.1 • ん， p-39 (1900) 

Central Provinces 〔巧度〉 

(34) Lychas marmoreus ( C , L . Koch , 1845) 

Tityus marmoreus C. J" Koch, Arach.,xi, p-36 (1845) 

Archisometrus marmoreus, Kraepelin, T. S., p-49 (1899) 

Lychaa marmorens, Kraepelin, Ark.f. Zool.,x, no.2,p-26 (1916) 

湊渊〇 Kraepelin (1916； は ニュー ギニアに も棲息するとした 0 を述の 如く 
Lychas papuarms もネ種の1型と看傲すべきであるから本®は淺洲，ニユ- 
ギニアを產地としで宜い〇 Kraepeiin (191 のはネ種に"變種"として延種 
のおを用ひ L . marmoreus obscurus , L . m . nigrescens , L . m . kmiberleyanus , 
L . m . splendens の 4 變種を設をしたが其の必要は無いと思ふ 0 氏は本穂の 
巧種をホの如くじした0 

L. marmoreus typicus (じし Koch) Kraepelin *** 

L. m. obscurus Kraepelin 
L. m. nlgrescens Kraepelin 
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L. 讯 . variatus (Thorell) 

L. m. kimberleyanus Kraepelin 
L- m, splendens Kraepelin 

Thoreil (1877) の Isometrus variatus 即ち Kraepelin (1899) の Archiso- 
机 etnis variatus が亞種としておはれて居るのじを意すべきであ'る 0 此のものは 
豫洲なびフイージー島に產する 0 而して Kraepelin (191 れ Kopstei 打 (1921) 等が 
Lychas papuanus t した種 も Meise(1932) じ鶴ればし mamioreiis の盛種と看 
做すべきである 0 結局 marmoreus は 7 型を 區另 IJ し得るもの如くである 〇 L. 
marmoreus papuanus 0 synonymy を揭 けると 
isometrus variatus var. papuanus Thorell, An 打 . Mus. い e 打 ova, xxvi ， p.407 
(1888) 

? Archisometrus marmoreus, Kraepelin, T. S,, p.49 (1899) 

Lychas papuanus, Kraepelin, Ark. f. ZooI.,x,no. p.29 (1916); Kopstein, 
Zool. Meded., vi,p.124 (1921); Gilt が， M4m. Mus. Hist. nat. Belg., Hors 
Serie,iii, fasc. 7, p.l8 (1931) 

〔 Lychas〕marmoreus papuanus, Meise, Mitt. Zool. Mus. Berlin, xvm, Ht. 3, 
p. 26 d リ 932) 

Thorell (1888) が上記のかくじしたサソリは D ， Albertis が凑洲領 ニュータニ 
アーの Roro で採藥した巧品に墓き設をされたので，化の地はポートホレスピ - 
よ？ ) 稍々 :) ヒ西に當る 1 小唤 Yule 島に在る • Kraepelin (1916) は Thorell の van 
papuanus を Lychas papuanus として巧を入れ妾 f ま地として Cape York 半島の 
Sommerset, クイーンスブンド州の Brisbane を巧へた〇更に Meise (1932 ) は 

« KraepeUn は化のを亞巧ニューギニアにもをするとした 0 ニューギニアをは J" m. 
marmoreus (CJ.L. Koch) (Kraepelin 。が謂 L. の， typicns) と！••瓜 • papuanus 
(Thorell) (Kraepelin の巧謂 J" papuanus) とぃムことになる。 
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papuanus をも marmomis の祕晦じ城ずるものと考へ上記の如を赫述'をのぶ 稱 
を用ひて居る 0 雨して巧は基亞瑶（のな rmof な : S ;) に : ‘moreus) ろ；ニユ…ぞニニ タに 
祕息すること （ Kraepelin は巧 l ( j 年の nc 文にしかく述べて紀。） t ：： 年な夺おの 
態度を持して巧るやうである 0こ] •'は 「二 - T "- . V ニア產查蜗巧 j じがて 
I some ： ms europaeus ( Linnaeus ) マダラ サソリ 
Isow が nis formosus Pocock ヒバマ ク* ラサソリ 
し; ocheles aus'ralasiae ( Fabricius ) ヤへヤマサソリ 
し)〇じ heles caudicula ( L . Koch ) ニヒムラサソリ 
の-輛を殻じたが巧島には今1耗のサソリがおら其のもの、鷄巧はい chas 
marmoreus papuanus ( Thorell ) である〔し marmoreus (じし Koch ) の當で 
も宜ぃ〕とぃふ.ことじして歷かう0だからニューギニア鹿のサソリは.'少くも5 
種ある 0 牛ヨクトウサソリ前科じしてニューギニア産は Isomeirus の姻じ Ly - 
chas もある謂である 0 巧しでごみは 打 胤.! no 化 US ホは maraioi でが？[む p ぶ i ご uii じ 
該常する檢ぶを檢したことが無ぃ 0 

な七は前稿「ニュ-ギニア產を蜗罔 J の補遺として記す0おか[:の磯静をなて 
他にも補訂を要する事巧を列べてみよう0 
1 マダラサソリ屬じは9極ある 0 其のか Isometruspapuensis とぃふのがニユ 
ーネ•ニア產として Werner (1916) じよ！)設をされた 0 原記を驟ることが/;1來な 
くて其の全貌を知ら得ずどうも殘念であるが，マダラサソリの1型に過ぎ•ぬの 
ではなぃかとぃふ氣もナる 0 

2ニヒムラサソリは新が太朗巧の镑品義ではを想黑味の强ぃことが目に着ぃ 
たが，昭が19年末森下薰巧±から拜借のニューギニア產1成雌では背巧僻ホ巧 
を，前腹背面はヤへャマサソリじ近ぃ暗褐色で黑味は巧ど無ぃ0之じよつてみ 
れげ觸繫の黑ぃことがヤへヤマサソリとの著しぃ寒冥の一つとをへるのである 
上記の個髓は髓長44耗，背甲長 7.5 鉛背甲幅 S 轮前腹部を 19.5 館，後腹部長 
17耗，觸鬚長約29おを測る。 
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3 ニユ-ギニア產脚鬚目じは Thelyphonus leucurus Pocock, 1898 を追加 サね 
ばならぬ 0 乏はソ。モン群島の產であつたが Giltay (1931) じよらニ ユーギニ 
アにも產することが報ぜられた 0 

4 P.5 のてから 3 巧 目 Bd.ii は Bd.iii の誤 0 最後の夕獻の 所で Giltay (1931) 
のものを， Belg. vol.iii を Belg. Ho 口 S さ rie, vol.iii とする 0 

(35) Lychas tricarinatus (Simon, 1884) 

Jsometrus tricarinatus Simon, Ann. Miis. Genova, xx, p-371 (1884) 

Archisometrus tricarinatus, Kraepelin, T. S., p-oO (1899) 

Lychas tricarinatus Pocock, F. B. !• A., p40 (1900) 

中央巧び南巧度， ビルマ 

(36) Lychas shoplandi (Oates, 1888) 

Jsometrus shoplaadi Oates, Journ. Bombay Nat. Hist. Soc.,iii, p-246 f 1888) 
Archisometrus shoplandi, Kraepelin, T. S., p-50 (1899) 

Lychas shoplandi, Pocock, F. B,1.A,, p-41 (1900) ピルマ寓部 

(37) Lychas laevifrons ^Pocock, 1897) 

Archisometrus laevifrons Pocock; Journ. Bombay Nat. Hist. Soc., xi, p-113 。觀 7) 
Archisometrus shoplandi van laevfirons, Ej-aepelm, T, S., p-50 (1899) 

Lychas laevifrons, Pocock, F. B. J. A., p4l(1900) Calcutta ( 巧度》 

(38) Ly 沈 as shel い rdi (Borelli, 1904) 

Archisometrus shelfordi Borelli, Boll.M 脱 . Torino, xix, no.477, p-1 リ 904) 

Lychas shelfordi, Giltay, M6 助 • Mus. Hist. 凸 at. Belg., Hors S か ie, iii, fasc. 7, p-18 
(1931) Sarawak (ボルネホ） 

( 媒 ） Lychas feae (Thorell, 1889) 

Isometrus feae Thorell, Ann. Mus. Genova, xxvii, p-569 (1889) 

Archisometrus feae, Kraepelin, T. S., p-61 (1899) 

J^ychas feae, Pocock, F ， B, A,, かが (1900 ) ピルマ 
(40) Lychas scaber (Pocock, 1893) 



Jsometrus (Archiso 虹 etrus) scaber, Journ. Bombay ISTat, Hist. Soc., vii, が • 夏 , p*30 ひ 
(1893) 

Archisometrus scaber, Kraepelin, T. S., p-51 (1899) 

J ぶ chas scaber, Pocock, F* B* J, A,, (1900) 南 印度，西とマラャ 

(41) Ly 沈 as hendersoni (Pocock, 1897) 

Archisometros hendersoni Pocock, Journ, Bombay Nat. Hist. Soc., リ 897); 

Kraepelin, T, S., p-51 リ 8 煎） 

I ぶ施 as hendersoni, Pocock, F. B. 1, A., p40 (1900 ) 谋巧度 

(42) Lychas nigristemis (Pocock, 1899) 

Archisometros nigristernis Pocock, Journ. Bombay Nat, Hist. Soc., xii,p-265 (1899} 
Lychas nigristernis, Pococfi, F. B. I* A., p-38 (1900 ) 西 ヒマラヤの Dehra T>ut 
(が epal の西ホ）撕 00 於©高がで獲られて居る。 

<43) Lychas alexandrinus Hirst, 玉 911 
Lychas (Hemilychas) alexandrinus Hirst, Ann. Mag. Nat, Hist*, eer. 8, viii, p-466 
(1911) Ale が ndria ( 西巧が） 

(44) Ly 浊 as giavdyi Henderson, 1913 

Rce- ind. Mus., viii, p4 洗 （ 19 巧 ） Moulmein ( ピル、） 

(45) Lychas spinatus Kraepelin, 1916 
Ark,f. Zool • 声麻 o* 2, た 32 (1916 ) 巧が 

Glauert (1 游 5 )はし spinatus besti (Victoria 產）， L. spinatus pallid 脱 （New 
South Wales を ） 0 2 巧種を鼓をしたが其の 必要は無い と 思 ふ〇 

(46) Lychas mjobergi Kraepelin, 1916 
Ark. f. ZooU, ち〇〇•も p.24 (1916 ) 巧が 

(47> Lychas albimanus Henderson, 1919 
Rec, ind. Mas., xvi, p*379 (1919) Cochin ( 宙巧巧） 

(48) Lychas janesae Glauert, 1925 
Joum. Roy. Soc.W. お, た 110 (1925 )西度况 
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(49) Ly 沈 as annulatus Glauert, 1925 

Joorn. Roy. Soc. W. Austr., xi,p-t07 (19 於） 爾葱洲 

(50) Lychas truncatus Glauert, 1925 

Trans, Roy. Roc, Anstr,, xli 又， p • み弓 (1925 )南薇洲 
i^oi) Uroplectes occidenialis S^mon, 1876 
Brill. Soc. zoo]. Franc せ , ！ )- 。 1 り (1876); 扮 aep 純 !}; T. S., p-57 (1899) 

Uroplectes occidentals occidentals, Meise, Mi れ .Zool. Mus. Berlin, xviu, no-3, 
p-367 (1932) 

アフリカ西部，東部,東洋區では交趾支那，スマトヲ，ジャワ，ボルネオ，セレぺスに 
產ずる。 

( を 2) Hemibuthus crassimanus (Pocock, 1897) 

Arehi 如 metrns crassimanns Pocock, Journ. Bombay ISiat, Hist. Soe • ，の， p-110 
(1897 )； Kraepelin, T. S., p-44 (1899) 

Hemibuthus crassimanus, Pocock, F. B.1* A., p-34 (1900 ) 西印度 

(53) Isometrus rigidulus Pocock, 1897 

Journ, Bombay Nat. Hist. Soc,, xi. p-113 (1897); Kr が pelin, T. ん， p-66 (1899); 
Pocock, F. B.1.A., P-52 (1900 ) 中央印度 

(54) Isometrus europaeus (Linnaeus, 1758) マ ダラチソリ 
•Scorpio enropaens Jinnaeus, Syst. Kat., ed.10, p-G25 (1768) 
isometrws europaeus J^onnbepg, Ann. Mag. l^at. Hist., set* 7, i, pSQ (1897) 

群細の synonyr 巧は日本擧術振硬會よらお版せらるべき「貞本動賴目錄 J じ巧 
げて据いたから茲じは略する 0 駕ロネでは南西諸島（を古列嵩、八重山列島\ 
臺灣、巧南洋（各•群葛）じ產する。小笠畴の父島、巧:島に見るものはサィパン 
ホ面から移齋されたのが居つきじなつたのである0人球じよるものか自がのみ 
布を示ナものなのか-^々の穿變は略して外國じがける產堆を列擧してみると民; 
圃（華南、海南息）、巧巧、セイ。ン、 7 ンダザン群综、ビル—マ、馬來半窩、巧! 

虔ミ那、フイリピン、スマトヴ、ジャヴ、ボル ネオ、 セレベス、チモール、 
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ノ、ル マへラ、アムボイナ、ニユーギ；ア、ビスマルク猜島 （ニ ユープリ テン)、 
辕拥、 サモァ、 南 T メリ々、 西目] 度、北アメリカ（フロリダ、カリフォルニ 
ア）、アフリカ、ヨーロッパ 亡 スペインのウ エルヴァ Huelva ) 等 0 

(55) Isometrus thurstoni Pocock , 1893 

Journ. Bombay Xat. Hist. ,Soc. ， v も pt.3 ； p-297 け 893); 拉 aepeUii,T • ，弓 . ，护が （ 1 姻 9); 
Pocock, F. B.1.A.,p47 (が UO) 中央邱度、セイロン 

(56) Isometrus assamensis Oates , 1888 

Journ* Bombay Nat. Hist. ,Soc., in,p-250 (1888 )； Pocock, Webers Reise Xiederl. 
O.Jnd.,iii,p-90 (1893); ICraepclin, T. S.,p-67 リがみ； Pocock, F.1>.J. A., p-48 
( 1900) Assam ( 東お巧度） 

(57) Isometrus thwailesii Pocock , 1897 
Journ. Bombay Nat. 巧 is し ‘ Soc., おか 1]4 (1897) 

Isometrus thwaitesi, KraepeUn, T, y., p-67 (1890); Pocock , に R. A., p-48 
(1900) 七イロン 

(58) Isometrus formosus Pocock , 1893 ヒ メマダラタ' ソリ 

Webers Reise Kiederl. O.-lnd., iii,p-88 りがは）；垃 raep 組 ii,Mi れ • IV 王り s. Hamburg, xiii 
p-126 (1896 )； KraepeU 口， T-, ん， p-67 (1800); Takafihima, Bull. Tokyo Science 
Museum, no.18, p-5 (1944) 

シンガポール、ダヤ7、スマトラ、 ニュー ギニア 

(59) Isometrus basilicus Karsch , 1879 

Mitt. Munchener ent. Vereins, lii, p-113 (1879 )； Kraepe じ打 , T • ん , p.68 (1899); 
Pocock, F. B. J. A., p49 (1900 )セイロン 

(60) Isomeu us melanodaetylus ( L . Kcoh , 1867) 

J.ychas melanodactylus L. Koch, Verb. Ges. Wien, xvii, p-239 (1867) 

Isometms melanodactylus, Kraepelin, T. S., p*68 (1899 )； Kraepelin, A 吐 • む Zoo レ 
X ， 扫〇.も p-33 (1916 ) 簾測 
C61) Isometrus brachycentr 口 s Pocock, 1899 
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Journ. Bombay Nat. Hist, Soc., xii, p-263 リ 899); Pocock, F* B. 1. A.,p-50 (1900) 
巧お 

(.62) Isometrus vittatus Pocock, 1900 
F. B. J. A., : ド 50 (1900) ; Fage, Ann. Soc. Ent* France, cii,p-28 (1933) 

Madras (巧 度）、 佛巧 

(63) Isometrus acanthurus Poco 沈 ， 1899 

Journ. Bombay Nat. Hist. Soc., xii, p.264 (1899); F. B. J. A*, が 1 (1900) 
Matheran (西部 巧度） 

(64) Isometrus papuensis Wemer, J916 

Wiesbaden Jahrb, Ver, Natk.,Ixi み p-88 (1916 ) 二 a — ギユア 本巧に IS しでは 

r.ychas marmorei 旧の附記を g よ〇 

(65) Urodacus yaschenkoi (Bimla, 1904) 

Hemihoplopus yaschenkoi Birula, Annuaire M 朋 • 饼 . Petersb., viii, no.12 (1904) 
Urodacus yaschenkoi, Kraepeiin, Ark. f. Zool., x^o. 2, p42 (1916) 南巧洲 
Urodocus では步脚の爪は同大であるのじ Hemihoplopus では大いさ不同で、 
始めの 2 對じがて內ホのものは他の巧ど半な:の長さであ b 第 3 對，第 4 敎のは® 
めて小さレ、乳嘴がである巧が重視されて Birula は獨をの巧とした 〇 併し Kraep- 
知 in は此の形質必ずしも重視に値せずと 1908 年には Hemihoplopus を Urodac¬ 
us の亞羯として扱ひ、更に 1916 年には亞萬としての巧値もましいことを述べ 
た 0 予は其の說じ贊し Hemihoplopus を Urodacus の異をと看做す© 

<66) Urodacus novae-hollandiae Peters, 1861 
Monatsber, Ak. Berlin, p-611 (1861) 

Urodacus novaehollandiae, Pocock, Ann. Mag. Nat, Hist., ser, 7 , も no ス p-62 
(1898); Kraepeiln, T. S,, が 104 (1899) 

Urodacus novae hollandiae; Thorell, Ann. Mag. Nat. Hist., ser, 4, スがな， p-14 (1876) 
Kraepelin, Ark. f. ZooL, x,no.2, p^5 (1916) 谋ぶび西巧が 
(67) Urodacus kraepehni (nom.novO 
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Urodacus granifrons Kraepelin , Ark . f . Zool ., x ^ o .2, p -39 (1916)ま洲 
Pocock (18 够）は West Australia 建のサソリ攘品 （ Is ) じつき記載しをれ 
を Urodacus granifrons と命名した 0 原記は Ann . Mag . Nat . Hist ., ser , 7, ii , no .7, 
が 2 じ出て居る 0 後じ一時 Kraepelin は化の種が Urodacus novae-hollandiae 
と罔じ物ならんとした0がるに1916年に至ら上記の如き種名を遞んで新じ别の 
サソリを記載した 0 Pocock の granifrons を一旦異名じしたな上、又巧の種類で 
あるからじは granifrons の名を巧び用ひることは巧ホない約来でおる 0 Kraepe ¬ 
lin 用ひる所の此の種名は動物命名規約上誤であるから改稱しなければならず 
ま名のサソリを者 Kraepelin じ敬意を表し Urodacus kraepelini の旁 f をを與へる 
ことじした0化し予は化の種の療品を檢する機會を持たない0 

(68) Urodacus abruptus Poco 沈 ，1888 

Ann. Mag . Nat. Hint,, ser. 6, ii, か 174 (1888); Pocock, Ann. Mag * Nat. Hist., ser ス 
ii, no, 7,p^3 (1898 )； Kraepelin, T .&, p.104 (1899) 南ぶびぶ南凑洲 

(69) Urodacus woodward 。 Pocock , 1893 Urodacus Woodwardii Pocock , Ann , 
Mag , Nat . Hist ., ser . 6, xii , p .322 (1893); Pocock , Ann . Mag . Nat . Hist ., ser .7, ii , 
no . 7； p -63 。898) Urodacus woodwardi , Kraepelin , T . S ., p . l 04 。煎 9) 西ま洲 

(70) Urodacus excellens Pocock, 1888 

Ann . Mag . Nat - 班 st .， ser ， もも p -170 り 888); Pocock , Ann * Mag . Nat . Hist ., ser . 7, 
なみ 0.7, pS2 ひ期の； Kraepelin , T . S ., p .104 (1899)化ぶぴ巧巧洲 

( 71 ) Urodacus hoplurus Pocock ,18 蹤 

Ann , Mag . Nat Hist , ser . 7, ii , no . 7, p -64 。 ㈱ 8); Kraepelin , T . S ., p 405 (1899) 

西渣洲 

Hkst (1911 ) は Central Australia 産療おにぶき U. hoplurus carinatus なる頭 
種を設定したが其の必要はおいと思ふ 0 

(72) Urodacus armatus Pocock, 1888 

Arm . Mag - Nat . Hist , ser , 6, ii , p 472 (1888); Pocock ^ • Ana * Mag * Nat . Hist ., ser .7, ii , 
no ,7, た船 (1898); Kraepelin , で，も， p-lOS (1899)巧巧满 
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(73) Urodacus darwinii (Pocock, 1891) 
lodacns Darwinii Pocock, Ann. Mag. Nat. Hist ., 洗 r •も viii, P'245 . け 891) 

Urodacns Darwinii, Pocock, Ann. Mag. Nat. Hist., ser. 7, ii, noJ, p-6X (189 さ） 
Urodacus darwini, Kraepelin, T. S., p.-l05 (1899) Port Darwin ( 化演洲） 

(7 か U rodacus planimanus Pocock , 1893 
Ann. Mag. Nat. Hist., ser . 6, xii , p. 321 (1893 )； Pocock, A 凸凸 • Mag. Nat. Hist., ser. 7,ii 】 
iio.7, p. 61 0898 )； Kraepelin, T. S., p. 105 (1899); JCraepeUn, Ark.1 Zool., x, 凸 o. 2, 
P-35 (1916) 西滚渊 

(75) Urodacus spinatus Pocock , 1902 
Ann. Mag. Nafc. Hist., ser. 7 , も p.370 (1902) 

Queensland ( 薇洲） 

(76) Urodacus subarmatus Pocock , 1902 

Ann. M が . Nat. Hist., ser. 7, x. p-371 (1902 ； Queensland ( 藻娜） 

(77) Urodacus simplex Pocock , 1902 

Ann. Mag, Nat. Hist., ser, 7 , も p-372 (1902); Kraepelin, Ark. f. Zool., x, no . ろか班 
(1916) Queensland ( 淺淵） 

(78) Uro lacus fossor Kraepelin , 1916 
Ark. f.Zoo! • ，も no. る p.36 (1916 )據洲 

(79) Urodacus hartmeyeri Kraepelin , 1908 

Faun, S. W. Austral.,ii, lief. 7, p-99 (1908) 西南淺洲 

(80) Urodacus hillieri Hi が， 1911 

Ann. Mag. Nat. 战 st., ser . も viii, p-469 (Wll) 中央據測 
び 1) Urodacus macrurus Pocock, 1899 
Ann. Mag. Nat. Hist., ser. 7,lii, p* 414 (1899) , 

Queensland ( 據洲） 

( 媒 ） Urodacus bicolor Werner, 1936 
Festschrift £, Etnbrik Strand, Riga, ii, p482 (1936 ) 西巧縷洲 
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(附 ） Urodacus manicatus ( Thorell , 1876) 
ioctoniis manicatus Thorell , Ann , Mag . Xat Hist., ser* 4, xvii, p.14 (1876) 

Urodacus manicatns, Pocock, Ann. Mag. Nat Hist., ser, 7,も no. 7, p.67 (1 銷 8) 

濛挪の蠢。原記には"獻 va HoHandm" とるる 0 Kraepelin (1899) は本種をて了 rod も 
CUS novae-holla 扫ぶ ae の異名として居る。ネ種の眞相が予には剌らぬので番かとして化 
をに置く。 

(83) Heterometrus Longimanus Longimanus ( Herbst , 1800^ チヤグロ サソリ 

Scorpio longimanus Herbst, Naturgyst. ungefi. Ins., iv,p-42 (1800) 

Palamnaeas 巧) inifer, Pocock, Webers Re!se KiederJ- O.-J [五 d •，•な i, が 96 (1893) 
Heterometrus longimamis, Kraepelin, T- 8., p-111 (1899); Meise, JVIitt. Zool.M 脱 
Berlin, xviii, Ht. 3, p-268 (1932) Tweedie, Poisonoas Animals of Malaya； p-68 
(1942) ; Kishida, Rep. 1st Se し Exped. Manchoiikuo, Sect. V, Div.1,Part iV, 

Axt- 10, p-45 (1939); Takashima, Acta Arachnol., v む， no •も卜お (1942) 
Heterometrua Icmgi 肪 ajous (かが細か Kraepelii), T* S», p~lll (1899) ； 

Palamnaens longimanus, Pocock, F. B. J* A., p-97 (1900) 

Heterometrus 】o 打 giraac 口 s ]ぃ打が成 an 口ろ GiJtay, Mem. MuSf 技 ist, na む Be] 咨,, Hors 
Serie, iii,fasc. 7,p-3 〔193]); Takashima, Acta Arach 口 oL, v も。 o ぶ/も p>124 リ 942); 
Takashima, Acta Axachnol., viii, no.S, p-5& (1943) 

印度 （ Assam ), アンダマン諸島、ビルマ、シャム、佛巧、馬ホ半島化律賓（パラワン、 
Tawitawi , パシラン、ミンダナホ）、段西•巧南部、スイトブ、ジホヴ.、ボルネオ、セレ 
ぺス ( Makassar ) 兮をホはがい。 

(83) Heterometrus longimanus petersii (Thorell, 1876 うホホダ。サソリ 
Heterometras megacephalns , 錫航 on, お ev •か ag.Zoo し， ser. ろ文文 iii, がリ 872) 
Palamnaeus 於始础でわ〇がむ , Acd-M ag. N なむ.描 si.,sei ••もか ii,n か 97,p-13 (1876) 
Palamnaens silenus Simon, Ann. Mne. Geiaova, xx, p-361 (1884) 

Scorpio longimanus silenus , Kraepelfn , Mitt , Hamburg , xi , p .41(] 巧 94) 
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Heterometrus longinaanus silenus, Kjraepelin, T, S • ，护 lU け煎 9) 

Heterometrus longimanua petersi, Giltay, M さの * Mas. Hist. iiat. Be お ., Hors S6rie, 
iii^fasc, 7, p4 (1931) 

Heterometrus sileniis, Kjshida, Rep. 1st Sci. Exped. Man 沈〇地 13 o. Sec, V, Div •ん 
Part IV, Art. 10,p-45 (1939) 

Heterometrus longimanus petersii, Takashima, Acta ArachnoL, v も no. 3/4, p.l26 
(1942) 

ピルマ、シャム，佛巧（を南，凌凹 : ま那)，華南 

(84) Heterometrus liqphysa (Thorell, 1886) 

Palamnaeus liophysa Thorell, Ann. Mus. Genova, xxiv,p-415 (1886) 

Scorpio longimanus liophysa, Kraepelin, Mitt. Mus. Hamburg, xi, p-41 (1894) 
Heterometrus iiophysi., Kraepelin, T. S,, p-llii (1899) 

Heterometrus liophysa liophysa, Giltay. M をの . Mas. Hist. nat. Belg., Hors が rie, 
iii,£asc.7,p-9 (1931) スマトブ 

Kopstein (1921) はジ ャツの屬烏マブブ Madoera 島產のものを Heterometrus lioph- 
ysa var. madoerensis として语別しをが其の化 巧は おいでをらう 0 

(85) Heterometrus swaramerdami & 風〇み 1872 

Rev.Mag.Zool.,ser • も : 〇地か 56 (1872); Kraepelin, X. S,. 护 112 (1899) 

Scorpio swanxrnerdami, Pocock, Journ. み ) 助 bay Nat.Hist.Soc., vii, が • も护 304 
(1893) 

i^alamnaeus swammerdami, Pocock, F. B.1-A., p-86 (1900) 

巧巧，セイ n y 

Simon が 1885 年設巧の Scorpio lucidipes {： Kraepelin (1899 ) はネ種の異をじ 
して居る〇 Pocock(1900) はをれを亞種としてをかし更に : Palamnaeus swamm- 
erdami flavimamis なる新西種をも散をしたがおじ其の必要はがいと思ふ 0 

(86) Heterometrus fulvipes (C. L. Koch, 1838) 

Buthus fulvipes C. Koch, Arach., iv, p46 け 838) 
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Scoipio fulvipes, Poeock, Joarn. Bombay Nat. Hist, Soc.,vii, p|;.3, fKS04 (1893) 
Heterometrus fulvipes, Kraepelin, T. S., p-112 (1899) 

模式產 N6 はジヤツなるも恐らく誤記であらう。大英隱物館にピルマの民 ang- 
が泌產といふ镑品があるが其の產地名は怪しいとされて居る 0 確實じみホする 
のは巧度西部及び南部である 。 Pocock (1900) は Palamnaeus fulvipes madra- 
巧が ensis ぶび P. fulvipes bombayensis の 2 亞種を設をしたが其の必亞は無いと 

，爲。^0 

(87) Heterometrus latimanus (Poco 沈，玉 894) 

Scorpio Mommas Pocock, Ann. Mag. Nat. Hist., ser. 6, xiii, p-74 け 894) 
Heterometrus latimanus, Kraepelin, T. S., p-H3 (1899) 

PaJanxnaeos latimanus, Pocock, にお • ム A, ， p-90 リ 900) 

産地は不夕頃なるも覆 : らく化巧度ならんとされて居る。 

(88) Heterometrus indus (de Geer, 1778) 

Scorpio indus de Geer, Mem. Hist, ins., vii, p-341 (1778) 

Heterometrus indus, Kraepelin, T.S.,p-113 (1899 )； Giltay, Mto. Mas. Hist. nat. 
Belg., Hors ら fasc. 7, p-8 (193 リ 

Palamnaeus indus, Pocock, ： F • 巧 •1* a., p-96 (1900) * イ ロン 

(89) Heterometrus caesar く C. L. Koch, 1842) 

Buthiis caesar C. Koch, Arach., ix, p-6 (1842) 

Heterometrus caesar, Kraepelin, T. S., p>114 (1899) 

Palamnaeus caesar, Pocock, F, B. J. A., p-97 (1900) セイーン 

(90) Heterometrus phipsoni (Pocock, 1893) 

Scorpio phipsoni Pocock, Journ. Bombay Nat. Hist. Soc., vii. p-13 (1892) 
Heterometrus phipsoni, Kraepelin, T. S., p-H4 (1899) 

Palamnaeus phipsoni; Pocock, F. B.1-A*, p-94 (1900 )巧を 

Pocock (1900) は Palamnaeus phipsoni collinus なる巧種を設をした力;其の 

必巧は無いであらウ〇 
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(91) Heterometrus bengalensis (C. L. Koch, 1842) 

Buthus bengalensis C. L. Koch, Aracb., ix, p.3 (1812) 

Heterometrns bengal 畑 sis, KraepeKn, T. S., (1899) 

Palamnaeus bengalensis, Pocock, F.B,1.A.,p-94 (1900) 化巧度 , ビルマ 

(92) Heterometnis Hums (Pocock, 1897) 

Palamnaens だ urns か ) cock, Journ* Bombay Nat, Hist. Soc • ，づ • 护玉 14 (1897); Pooo- 
ck, F. B. I. A., が 1 (1900) 

Heterometrns liarus, 広 raepelin,T. S •• 卜 1 巧 （ 1899 ) 中央巧が 
<93) Heterometnis xanthopus (Pocock, 18973 
Palamnaeus xanthopus Pocock, Joiirn. Bombay Nat. Hist. Sex%, xi, p-116 (1897); 
Pocock, F. B, I. A., (1900) 

Heterometnis xanthopns, Kraepelin, T. S-, p-116 口 8 紙）西觀巧度 
(94) Heterometnis cyaneus (C • し Koch, 1836 ) アブサソリ 
Buthus cyaneus C. L. Koch, Arach-, iu, p-75 (1836) 

Scorpio indicus, Poepek. Webers Keise Niederl- 0 、， -Ind • ，だ i,jvSS ( 励） 
Heterometrus cyaneus, Kraepelin, T- S., 15 (1899); Giltay, M^m. Mus* Hist, 

nat, Belg#, Hors S6rie, iii, fasc. 7, p.6 (1931) 

ジヤツ，ポルネオ（舊巧領化ポルネ *), タマトヴ？ 

<95> Heterometrus scaber (Thorell, 玉 877) 

Pandinua scaber Thorell, Atti Soc. ItaU, xix, p-202 (1877) 

Heterometras scaber, .Kraepelin, T, S., p-116 (1899) 

Palamnaeus ecaber, Pocock, F. B. K A., 护 93 リ 900 》西巧巧度 
Pocock 《 1900) は Palamnaeus scabei kanarensis なる班種を設を したがぶの 
必巧は無いと,巧み0 

<96) Heterometrus wro 口か toiii (Pocock, 18 撕） 

Pa! 扣 onae 曲 wroughtoni Tocook, Joum. Bombay Nait. Hist; Soc., 城 • か 745 (1899); 
Pc 巧 ) ck, F* • 及 • L A., p-89 (1900 )巧度 
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(97) Heterometms gravimanus (Pocock, 1894) 

Scorpio gravimanus Pocock, Ann. Mag. Nat. Hist., ser. 6, が ii, が 5 ひ傲 4) 

? Heterometrus caesar,' Kraepelin, T- S., p-114 (18 孤） 

Palanin が us gravimanus, Pocock, F, B. i. A., p-90 (1900 ； 

Tanjore (南 巧 度），セイ 百 ン 

(98) Heterometrus barberi (Pocock, 1900) 

Palanmaeus barberi Pocock, F. B. J. A.,p-95 (1900 、 南巧度 

(99) Heterometrus serratus (Pocock, 190 の 
Palamnaens serratus Pocock, F. B. L A., p-97 (1900) 

Scorpio caesar, Pocock, Ann* Mag. Nat. Hist., ser. 6, xiii, p-73 。が ) 4 ) セイロン 

。〇 0) Heterometrus oatesii (Pocock, 1900) 

Palamnaeus spinifer, Pocock, Ann. Mag. Nat. Hist, ser •も ix, p-40 (1892) 
Palamnaeus oatesii Pocock, F. B . ム A., p-98 (1900) 

ピルマ (Rangoon, Mergui), シャム , シン ガポー ル 

(101) Heterometrus leioderma (Dufbur, 18 . 5 6 ) 

Scorpio leioderma Dufour, Mem. pres. Ac. Rci. Paris, xiv, p-571(1856 ) 
Malabar (巧 度） 

(102) Heterometrus tristis (Henderson, 1919) 

Rec. Jn ん Mn&, x で i, p-360 (1919) 印度 

(103) Opisthacanthus な davydovi Birula, 1904 

Annuaire 就を etersb 、 viii, no12 (1904) アルー島 

(104) Hormiops davidovi Fage, 1933 

Hormiops Davidovi Fage, Ann. Soc. Ent. France, cii ， 1,p.32 (1933) 


ホ KxaepeBn (1910)に據れぱ Op お thaeanthus asiaticus Keyaerling, 1884-80 なるもの 
ジャブ iC も產するもの、か < である 0 なし々 verschlep が？ダとまきがへてをる。化の貸な 
おホぉァフリ•々のを0を巧列巧しないので丰目か中から换いて®《〇 
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Pulo Condor 鳥（佛巧印度支那） 

本種の攝記載を寃るを得をのは頒へにか藤隧を雄巧の巧蔭である〇巧《巧意を表ナる。 

(105) Liocheles australasiae (Fabricius, 1775) ヤへヤマサソリ 
Scorpio australasiae Fabricius, iSyst. Ent. p.399 (1775) 

Liocheles australasiae, Simon,, Journ. Asia. Soc- Bengal, Ivi, p-113 (1887) 

南西諸综（八重山列島)、臺灣、おこ頭喚、巧南洋を静磁じ產し感かでは民慰 
(華中、華南）、巧を東化部、ァンダマン群島、ニコパル群島、ピルマ、佛領 
印度支那（交趾支那、安南）、馬來半島、フイリピン、スマトラ、ジャブ、バ 

リ、ロムボブク、スンバワ、フロレス、ボル ホ オ 、セ ンぺス 、チ モ — ル、ハル 
マへラ、ァムボン、ニユーギニァ、攘渊化部、 ビスマルク群嵩、 ソロモン群島、 
二^ — カン ドニア、ロブ ヨ- テ、フイージ — 、サモア、タヒチ等 じみ ホす る。 
Thore り I'lSSS) はビルマ產のものじつき Hormurus australasiae suspectus なる 
巧穗を設を〔後に Kraepelin (1899) は H. australasiae var. suspec はと した） 

したが其の必要は無いであらう 0 

(106) Liocheles nigripes (Pocock, 1897) 

Hormurus nigripes Pocock, Journ. Bombay Nat. Hist Soc., xi, p-117 (1897 )； 
Kraepelin, T. a. p-155 (1899 )； Pocock, F. B. i. A., p-80 (1900 )巧巧 
Meise (1932) ば1¢種の：西種と考へて居る。恐らくをれは史しいであらう 0 

(107) Liocheles caudicula (L. Koch, 1877) * ヒ ムラサソリ 

Ischnurus caudicula Koch, Verb. Ges. Wien, xvii, p.237 (1877) 

Hormurus caudicula, Thorell, Atti Soc. Ita}^ xix,p-249 (1879); Kraepelin, T, &, 
p-155 (1899); Kraepelin, Ark.f.Zool •，五, no. 2, p.43 (1916) 

Hormurus insc 口 ] pt 脚 Thore] も Ann. Mus. Genov も xxvi, p-423 (1888) 

Jschnurus Karschii Keyserling, Arch. Austral^ ii, p3X (1884-8f>) 

Hormiinis weberi Pocock, Webers Reise Niederl. 0.-Ind., iii, p-97 (1893) 
Hormurus sarasini Kraepelin, Nova Caledonia Zoo!., ミか 3 班け 914) 

Hormurus papuanus Kraepelin, Nova Calebonia ZooL, 、 p*333 リ 914) 



Hormurus boholiensis Kraepelin, Nova Caledonia Zool っ i, (1914) 

Hormtmis Karschi var. keyensis Kraepelin, Nova Caledonia Zool-,i, p*331 (1914) 
Hormurus caudicula papuaniis. Giltay, M を m. Mus. Hist, nat. Belg^ Hors S6rie, iii> 
fasc. 7, p-lO (1931) 

Hormurus caudicula novae ぶ uineae Giltay, loc-cit., i>-ll (1931) 

Hormurus caudicula caudicula, Giltay, loc.cit., p-12 (1931) 

Hormurus caudiculasarasini, Giltay, loc. c 化， p-12 (1931) 

Liocheles caudicula, Tak 的 him み Bull, Tokyo Sci. Mus«> 口か 18, (1944) 

ネ種はどういふものか幾つかの猫な種に不必要に々割されて居る 0 Kraepelin 
もをじは細をま義を揉るやうじなつた0予は之等を渚べて同一種と看微すこと 
じがで Giltay (1931) じ贊し尙巧種に區别することも其の必娶なしと考へるも 
のである0がる時は本種のみホはボルネオ、比律ちの Bohol 島、センぺス •モ 

" ツカ諸島（ハルマへク、 テルナテ、 スラ、セラム 等）、 ニユーギニア、ニユ 
ー ギニアの«島 Wai を eu 意、ケイ諾島、アルー諸島、ニュー ブリテン、ソ 。モ 
ン 群島、 トンス 海が附近、 東;^、ニューカレドニア等と なる〇亞種を區がす 
る時はホのか! くじなる0 

Liocheles caudicula caudicula (L. Koch, 1S77) 


L. 

c. 

novae-guineae (Giltay, 193 。 

L 

c. 

boholiensis (Kmepelin, 1914) 

L. 

c. 

papoanos (Kraepelin, 1914) 

L. 

c. 

sarasini (Kraepelin, 1914) 

L. 

c. 

neocaledonicns (Simon, 1877) 

L. 

c. 

weberi (Pocock, 1893) 

L. 

c. 

insculptus (Thorell, 1888) 

L. 

c. 

kar^hii (Keyserling, 1884-89) 

巳 . 

c. 

keyensis ( 町 aepelin, 1914) 
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(108) lomachus laeviceps び ocock , 1890) 

Hormurus laeviceps JPocock, Ann- Mag. Nat. Hist., ser. 6, v,p-242 口 890); Kraepe- 
Hn, T. S-, p-156 (1899); Pococ も F, B, ムん， p-81 (1900 )南印度 
Poco 沈 （ 1900) は I . laeviceps malabarensis なる盛種を設をしたが其の必要 
は 無い と思ふ 0 

(109) lomachus pUnctulatus Pocock , 1897 

Journ. Bombay Nat. Hist. Soc., xi, p.116 (1897); 拉 aepeli 打， T.S,, p-l56 (1899 )； 
Pocock, F. B . ム A., か 83 (1900 ) 南巧度 
( UO ) lomachus nitidus Pocock , 1900 
F. B.1.A., p«83 (1900 )南巧度 
リ1い Chiromachetes fergusoni Pocock , 

Journ. Bomoay Nat. Hist. Soc., pt* 4, p-744 (1899) ; Pocock, F* B. A., p-78 
(1900) 

Chiromachetes fergusonianus^ Werner, Festschrift f. Embrik Stmad, Riga,!! か 1 
92 (1936 )南が度 

(112) Chriomachetes laevicauda ( Werner , 1936) ( comb . noY .) 

Buthoscorpio laevicauda Werijer, Featschrift f.Embrik Strand, Riga; ii,p-19l (193 ) 
Madras Presidency ( 巧度》 

本種の原記載を寬るを得たのはをくな梅揀ミ、巧が京ミ兩搏女の御蔭である0 
猿く謝意を表する 0 而して予は本種の爲じ Buthoscorp わなる 1巧を設けもには 
みばないと判新したのである〇 

(113) Parascorpiops montana Bank ^ 1928 
Sarawak Mua. J-, iii, .p*506 (1928 )ザ 木ホ 

(114) Sc り rpiops montanus Kaisch , 1879 

Mitt Miinchener ent. Vereins, iii, p-107 (1879) - Kraepelln, T, S., p-180 (1899); 
Facock, F. B-1.A., p-70 ( が 00》; Fage, Ann. Socr お nt, 扔 ance, 〇も p-30 (1933) 
宙じマブ卞 （ Jaui 巧むでは eOOOWK) 取の化 K で得られた) j Sat か a 及び Deccan (其 
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1 C 唐巧度)，ビルマ，佛巧安南 

Pocock (1900) は S. montaniis satarensis なる亞種を設をナると典に 1894 ：年自ら巧け 
たん tenuicauda を S. raontanus tenuicauda なる里種として生かしを〇 Fage (1933) 

は安南産を S. montanus oligotrich 朋なる亞種として記巧しを。 

け 15) Scorpiops longimanus Pocotk, 1 紛 3 
Ann, Mag. Nat. Hist^ ser. 6, xii, p-326 (1893); Kxaepelin, T.S., ド 180 (1899); 
Pocock, F . B. I. A., p-72 (1900) アツ ♦ a (巧度） 

( 王 16) Scorpiops anthracinus Simon, 1887 
JouTB- AsiaU Soe* Bengal, Ivi, 护 112 (1887 )； Kraepelin, T. S., p-180 (1899 )； 
Pocock, F, B.1.A., p-74 (1900) Tenasserim (ピルマ） 

(117) Scorpiops petersii Pocock, 1893 ネアグコグシサソリ 
Pocock, Ann. Mag* Nat. Hist., ser. 6, xii, p-323 リ S93); Pocock, を • B •ム A 、 p-70 
(1900) 

Scorpiops petersi, Kraepelin, T* S., p-181 。巧のう 

西ヒマラヤ （Jaun お r では 6000 ぶ〇〇〇取の地おで得られた），苗巧，西巧を， マツ ♦ • 
(巧度） 

Birnia (19 巧）は Agam あホ産のものを S* petersi von-widd として巧巧した 0 
リ 1 が Scorpiops leptochinis Pocock, 1893 
Ann. M が . Nat . 班如 ser •ち曲 p-325 (1893); Kraepelin, T.S^ p^lSl (1899); 
Pocock, F. B.1-A-, iv69 (1900) アブザ a ( 巧度） 

リ 19) Scorpiops hardwickii CGervais, 184 4 ) 。グシサツリ 
Scorpio hardwi 法 ii GCTvais in Walckenaer, Infi* ui, p*66 け 844) 

Scorpiops hardwickii, Kraepelin, T. S., p~181 (1890) 

Scorpiops hardwickii, Pocock, F* B* J . A*, (1900) 

西ヒマ ブヤ； ホぺザ^,ネバー 西ヒマ ブヤの Jaon かザはな ) 00" 900 Or の ホ！！ 
で 化巧巧を地の ir では 1 巧のぶ化の地巧々ぶクわつてをる〇 • 

む 20 ) Scorpiops inscalptus Pocock , 1900 
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F. B.1.A., た 68 (1900) 

西ヒマラヤ ( Jaunsir では60 00.9000 り尺の地おで採集されを） 

(121) Scorpiops affinis Kraepelin, 1898 ゴマグ キコグシサ ソリ 

Jb. Hatnb. wi«s. Anst., xv, p44 ( 玉餅の ； Kraepeli 打， T • も， p-182 (1899); Pocock, 

F. B. I. A., p-75 (1900 ) ヒザヲヤ 

(122) Scorpiops crassimanus Poco 沈 ，1899 

Jom-n. Bombay Nat. 班が， Soc., xii, p-267 (1899); Pocock, F. B. I. p-68 (1900) 
巧し ぃ產 地は不み巧なるも恐らく巧 度を であら5とされで居る0 

(123) Scorpiops asthenurus Poco 浊 ，1900 
F- B. J. A,, p-73 (1900 ) 巧度 

(124) Scorpiops austerus Hirst, 1911 

Ann. Mag- Nat, Hist., ser. 8, viii, p471 (1911) 

Kulii District C じ マラ ヤ出系） 

。25) Scorpiops tibetanus Hirst, 玉911 
Ann, Mag. Nat. Hist*, ser. 8, viii, p472 (1911)チベット 
リ 26) Scorpiops binghamii Pocock, 1893 
Ann.M が. Nat, 旦ゎ t、ser •もお i,p-327 (1893), Pocock,F.B.1.A*,p-74 (1900) 

Pegu Hills, Central Tenasserim (共に 南 ピルマ） 

(127) Scorpiops lindstroemii Thorell, 1889 

Aon. Mus, Genova, xxvii,p-573 (18 煎）； Pocock, F. B.1.A.,p-74 (1900 ) ピみマ 

(128) Chaerilus celebensis Pocock, 1893 セレべスク シブ レサソリ(巧稱） 
Webers Reise Nieclerl. 0.-J 打ん , iii, 护 93 (1893), Kraepelin, で • も >p458 。汾 9); 

Fag ち A 打打 . Soc. ent. France, ciii, p-29 (1933) 

ル ソン（化 律賓）,佛 巧,スマトラ, ピリ トン, ポみネオ,セレぺス 

(129) Chaerilus variegatds Simon, 1877 ミイックシ チン サソリ 

Ann. Soc, ent. France, ser. 5, vii, p-339 (1877); Kraepelin, T.S., p-158 (1899) 
Chaerilus variegatua variegatus, Meise, Mitt. Zool. Mils. Berlin, xviii, Ht.3> p.270 け 932)! 
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(1932) 

ジヤッ、 。ム ボック、スマトラ、 ニアス ( スマトラの屬な）、バンカ、クブ 

々タウ、 ボル ネオ、フロンス ぶび 佛巧 じ產する 。 ^tock (1899 ) は東ジ ャヮ產 
じつき C- variegatus 山さ加 01 or なる巧種を設をしたが其の必耍は無ぃと思ふ 0 

(130) Chaerilus ceylonensis Pocock, 1894 

Ann. Mag. Nat. Hist., ser. 6, xiii, p^3 (1894)； KraepeJin, T •ん, p- 巧 f) (1899)； 

Poco 沈 , F. B. JL A.,p^2 (1900 ) セイロン 

(131) Chaerilus rectimanus Pocock, 1899 

Aim. Mag. Nat. Hist., scr. 7, iii, 1>418 (1899); Fa が， Ann. Soc. ぃ ut. France, oiii, い-が 
(巧が）シンガポール，佛印（南を寓） 

(132) Chaerilus pictus (Pocock ， 1890) オホクシブレサソ梦 
TJromachus pictns Pocock, A"". M が••六如 • His’ 古•，成 r. ら v, がの0 (巧90少 
Cltaeriliis pictus, Pocock, Webers Hciso NiederL 〇-むん， iii, fv 巧](18933： 

Kraepelin, T •ん, p- 巧 9 (1 飢 9) ; Poeock, F. B.1,A., p-61 (1900) 

Sylhet (化東印度或は巧南ヒマラャ），ナベット 

(133) Chaerilus birmaniciLs ('【’horel し 18893 

Ohelomachiis birinanicns Thorell, Arm •ス Iits. ( Jenova, xxvii, 584 (1889) 

?Chaerilus varit.ga わが， Kme) ル.り ! i,T •ん，ミ)- IT が(1890) 

Chaerilus birmaiiicns, 卜 oco ぃ 1;,ド.じ .JU A.,p- 似 （1 り 00) Uangoon (ビルマ） 

(134) Chaerilus gemmifcr Pacock, 1894 

Ai の， Mag. Nat. Hist., sor. 0, xUi, p-Hl (1894); Kracp じじみ T •ん， p-1 诚 (lS99j； 
Pocock，F. B •し A.，p-60 (1900) Sylliet (東南ヒマラャ），ナベット 

(135) Chaerilus truncatus Karscli, 1879 クシヲレサソリ 

Mitt- Munchener ent. Vereius, ni, p-lOS (1879); Kraepolin, T.S., p*160 (3899); 
Pocuck, F. B. J.A., p-63 (が0 0) 

Oehra Dim ( 巧ヒマラヤ） 

(136) Chaerilus cavernicola Pocock, 1893 
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Webers Reise JSTeder し O.-lnd., iii か 91(1893) スマトヲ 
( 137) Chaerilus granosus Poco 沈，1900 
F. B , J. A., p-56 (1900) 巧ヒマラヤ 
(王说） Chaerilus anthracinus Pocock， 1900 
F. B.1.A., p^7 (1900) 西ヒマラヤ 

巧じく西ヒマブヤをおおじ基き Pocock (1900) は同時に C. anthracinus rufes- 
cens なる巧種を設定したが其の必要は無いと思ふ 0 

( 139) Chaerilus margaritatus Pocock, 1894 

Ann. Mag. Nat.Hist:., Ber. 6, xiii, p-79 (1894) ; Pocock, F. B. J*A^ p • 械 (1900) 

巧度 

(140) Chaerilus insignis Pocock, 1894 

Ann. Mag. Nat. Hist. ， ser. 6,xiii, p-82 (1894 )； Pocock, F* B. J • A., p-58 (1900) 

I ぶ d ぇ kh ( 化部巧度 Kashmir) 

リ 41) Chaerilus tricostatus Pocock, 1899 
Journ. •Bombay Nat. Hist. Soc., xii, p.266 (1899}; Pocock, F. B.1* A*, p-69 (1900) 

ァツサ A (印度） 

(142) Chaerilus robinsoni Hirst, 1911 
Ann. Mag. Nat. ser. 8, viii, p470 (1911) 巧ホ牛島 

(1 が ） Chaerilus laevimanus Pocock, 1899 
Ann. Mag. Nat. Hist., ser. 7, iii, p417 •リ 899) 化ボん木才，ピリトン,ス▼トブ 

(144) Chaerilus assamensis Kraepelin, 1912 

か. Ha 肪 b. wisa. Ai 放 t •，てなか 144 (1912) アツサム（巧度） 

(145) Chaenlus granifrons Kraepeiln, 1912 

Jb. Hamb* wisa. Ansi, xxx, p»147 (1912) 巧度（巧細の巧ホぞ巧） 

(146) Chaerilus hirsti Kraepelin, 1912 
Jb, Hamb« wlsa. Anst ； ス文ろ p-150 (1912) 

Simla ( ホ巧巧） 
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(147) Cercophonius squama (Gervais, 1844) 

Scorpio Bjjuama Gervais, Arch. Mus. Paris, iv, p-227 (1844) 

Cercophonius sbuama, Kraepelin, Mitt. Mus, Hamburg, xi, p-236 (1894 )； Kraepeiin, 
で， S ； p-199 (1899) 南を洲，タスマニア 

(148) Cercophonius michaelseni Kraepehn, 王 908 

Fauna Sadwest-Australiens, ii, Jjef. 7 か 102 (1908 ) 西南を洲 

(149) Cercophonius granulosus Kraepelin, 1908 
Fauna Siidwest-Australiens, ii, Jief, 7, p-l03 (1908) 

西南をが 

(150) Cercophonius sulcatus Kraepeiin, 1908 
Fauna Siidwest-Aufiferaliens, ii, lief, 7, p-103 (1908) 

西南を洲 

(151) Cercophonius kershawi Glauret, 1930 
Viet. Nat., Melbourne, xlvii, no.7, p-109 (1930) 

巧が 

(1 放 ） Timogenes sumatranus Simon,1 が 0 
Ann. Soc* ent. France, ser. 5, x, p, 396 (1880) 

スマ トブ 


IV シャム及び傑が産の竭 


昭巧 19 年 12 巧 16 曰臺お帝國大ぞお授森下薰陈丈より南 ホ々 城巧產サソリ挺品 
の巧提供を受けたので化の後會じ略報すると共にシャム及ぴ佛巧產旣知サソリ 
の種爵を列巧してみようと思ふ 0 镑 おはを部で 2 瑶 7 頭で巧 6 頭は西部ニュー 
ギニァでお宮身 採集のもの、他の 1 頭はシャム盤が で 偶々下記の如き事情じよ 
らん乎せられ しものである0之等の巧味あるおおを査定す る 没を與へて下さつ 
た同お授じ深〈謝する0西部 ニューギニァ 所產サソリにないては旣じみを科を 
谤锭館動お巧部新が太朗巧（現をはお南島に巧巧 され た）が巧集して來られた 
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4郡に撒 b 稍々詳しぃ帮吿を作つたう;、をれは東京科攀悚物館研究報堪•第け號 
として近円刊行されるからおけ了 -0 鋪ム-の御淸懇を仰ぎたぃ0本節はそれの補足 
と考へて巧けば化ぃのである0 

ぶ F 城たはも'けが8年2り，3鬥二： X- ギニァ溝、歸凉:されしは7り27 口である公 
其0閒矿 r じふれ巧集されたサソリは 

(1) 3 巧 Manokwad じてニヒムクサソリ Liochelcs cauflicula (L. Koch, 

1877)1 9 

<2) 4 J ] 阮地じてャへャマサソリ Lk)cheles australasiae (Fabriclus, 1775) 

巧體でみるが 2 9 9 と考へる 

(3)3}! 17 口べ ラウ 地峽ががり j 攤じて マダラサソリ Tsometrus europaeus 
(Linnaeus, 1738) 15 

い）うり9日べラゥ地峽錦ケ池附近じて ャへャ マサソ リ 2 ? 9 
と{巧を eS れる〇之等は新け巧の德 n ロロ義にも見られるものである0 
ホにシャム Kan ホ〇1;淹の1頭は時の駐泰特命全權大使坪_と氏を刺したを絲あ 
る （U サソリである 0 昭巧19年11巧某日巧大使が潰殿で何か蟲の居るのを見つ 
け乎で摘んで職てようとした處それがサソリで指-先をやられ大骚 r となつた0 
'な時同地じあらし寐ド錄女も大使靴に駆けつけるとぃふ-存樣 D 醫師の手當を受 
け瀉耐其の他を巧つたが、幸に大したことな： L/X 濟んだとぃふ0之を檢して 
南力■地域じ弘布するヒノモトサソリ Lychas niucr* maius (Fahricius，1798) な 
るを知る0未だ成長の餘地あるさで髓接約が託け又 F 單仿何れも束の、背巧おろ、 
が巧欄5、則脫長9うV後お26.5、龄部腐、、觸巧投がん揃狀器齒敕左20巧 
ち22かである 0 化のサソリじ關しては予はがて（巧 41) 外形一通 b を記載した 
ことがある 0 

因にシャム虛サソリで從來での檢したのは々丰グ打サソリ I ieterometrus 

longimanus pclersii (Thorcil, 1876) のみでかる 0 同阀じは央張！)常'与雄をな 
チヤグロサソリ H. longimanus longimanus (Herhst, 1800) 硬び 1 し oatesii 
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( Pocock, 1 900) が / 占る〇シヤ — ' 、雜のサソ I 'を稱めた义獻をすは所持しないで 
巧 念であるが地じ々ホの沉 V 、マダラザ ■ ソ I! 、ヤへ ^ マサソリ、 し} し has sculiius 
じ L* Koch* 184 弓も必ず悼息するであらう 0 

佛巧のものは Fa が (1933) な前には 5 辟 知られて居たのみら しいが、 Fa が， 
はそれに6 郁を加へ（巧-•つは新屬新郎として其の際がる蜗されたもの） 11 柿と 
算へた0 々布の化いチヤグ。サソリも佛 r こ口から知られておるからををも加へ を 
穗類を列擧 する と次の やうである。 

1 J'ychas mucronatus (Fabriciu も 1798 ) ヒノ モトサソリ 

2 Uroplectes occidental is Simon, 187( ミ 

3 Isometms europaeus (Linnaeus, 175 8) マダラサソリ 

4 I. vittatus Pocock, 1900 

5 问 eterometrus Jongimanus lo 打 gimcm 胎 (Herbst, 1800 ) チヤグロサソリ 
,y H.longimanus petersii (There] I, 1876 ) 々ホグロサソリ 

6 Hormiops clavidovi Fage, 1933 

7 I/locheles auiitralasiae (Fabricius, 1775) ヤへヤマサソリ 

8 Scorpiops montanus Karsch, lb/9 

9 Chaerilus celebensis Pocock, 1893 センべスクシブ レサ ソリ 

10 じ variegatus Simon, が 77 ミイツクシヲレサソリ 

11 (:• recitmanus Pocock, 1899 

V 文 が 

全蜗目义び脚鬚闷關係のま要义獻は旣じ拙稿「口本蔑を魄目 A 脚疑ぉ」中に 
义其の後覺妈•たものを「南ホ大系」中のが!稿に夫々揭巧したから、が複を贼ひ 
ち錄しない 0 遊には雙ホじ视れをもの、みを擧け前2间の.文]獻窠の補遺とした 

い0 

I 巧な 1 ， 0 rook, IL 1.Sotes on 併 ) me Scorpions coHecterM な Mr . ム J. Walker with 
T)t•scriptions of Two new and a new CJeniis Ann. Mag. iVat,Hi«t. ser. 0, vol. v/n 
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110.4 5, pp. 241-247, PL XIII. B 

1898 Pocock, R. I. The Australian Scorpions of the Genus Urodacus, Pet. 

A 凸凸 . がが . Nat., Hist., ser. 7, vol.ii, no.7, pp.59-67 
1911 松下祕二を生:物性病論第=卷總論 PP. 867.809,1 だ g. 

7 種のサツリ を擧げ夫々 に 新和名が がいて 居るが例へ ば B 口 化加 occitanus- が「ぉゥち 
を牛赠 J といふを據で凡そ今目では採用しかねる矣のげかりである。 

119H Hirst, S. Descriptions of new Scorpions Aim. Mag. Nat. Hisfc.; ser. 8, vol. viii, 

口 0.4 も PP. 462-473 

916 Kraepelin , に Eesults of Dr. E.Mjoberg's Swedish Scientific Expeditions to 
Australia 1910-1913. 4. • 弓 colope 日 dride 凸 口 nd Skorpioae Ark. f. ZooL ; おんも No.2, 
pp.143,18 figs. (B. Skorpione pp.l943, 9 fig も〕 

1924 Ezequiel Dias ； Samuel Libanio & Marques las りら a I ぶ eta contra os 

Escorpides\The Struggle against Scorpions] Mem. Inst. Oswaldo Cruz, Tomo 
xvn; fasc.1,pp. 1-44,1 pi. 

1927 Pawlowsky, E. N. Gifttiere unb ihre Giftigkeit [Skorpione pp,38-62, 
figs. 16-253 

1927 B 口至 to 凸， P. A. Scorpionoidea Insects of Samoa and other Samoan terrestria, 
Arthropoda; pt». viii, fasc.1,p.13 

1927 Stiles, C. W. & Hassa ルん Key-Catalogae of the Orusfeacea and Arachnoids 
of Jmportauce i 凸 Public Health Hygenic Laboratory Builetin no. 148, pp.229-237 
1929 Kopstein, F. Spolia Mentawiensis : Scorpiones BulU Rafifies Mus., no.2, p.l241 
1931岸巧久まを魄（サソリ）見蟲の巧異 p.l51, 2Hgs. 

1931 Giltay , し Scorpions et P^dipalpes. 技さ sultats Scientifiques du Voyage au て 
Indes Orientates N^erlandaises M を m. Mus. Hist. nat.BeIg., Hors 技を ! ie, voL uij 
fasc. 6,pp. 1-28, fi 押 •1-9 

1931 Beimoser ，政 Arachnoidea der Sunda-Expedition Eensch Mitt. Zool Mus. 
Berlin, Bd.xvii^ Ht. 5, pp. 744-752 Cf. Pedipalpa p. 760] 

1932 Meise, W. Skorpione des indoaustralischen Mischgebietes* Aiis den 



(两 


Ergebnisseii <3er Rimda-Expedition Rensch loc,cit.,Bd. xvi も丘 t •も pp.263-272 

1933 Fa が e, L. f 燃紙 orp ミ ons de !， J 打过 ochin 位 francaise leurs affmit 的 lent distrib¬ 
ution geographiqiie Ann. Soft. ent. France, di, pp •波ぶも 2 figs.,1 pi. 

が 33 Speijer, E. A. M. Die Pedipalpi des Zoologischen Museums in Bnitenzorg 
迎 d die der 細 mmlun 各 Dr. F. Kopstein Zoo]. Medetl, Dee] xvi, pp.67-76,10 
figs. 

1934 Schenkel,E. Scorpio 打 es〔Schwedlsch chinesische wissenschaftliche Expedi¬ 
tion nach den nordewestlichen Provinzen Chinas, unter J ぶ i わ mg von Dr. Sven 
Hedin imd. Prof •辄 Ping-chang, Pseudoscorplones & ScorpionesD Ark. f. Zool., 
xxvii A, No. 20, p.5 

1937 Kopstein, F. A New Scorpion from the Malay Peninsula Bull. Raffles 
Mns., no.13, pp.175-176 

1943 . ...热货巧でも東洋 K. ュ A —年ニア採お蘇を.每日新巧 no. 242鉛，1 

fig. 

1943仰ホ耕 ホ巧 南巧 患が巧巧に就いで 東々農業大學 巧が VO ! •も no ’、 PP ，1 が-180, 
pis. XXII-XXIV (pp. 17 も 177 , fig.23) 

1944 新が太醜ギ美アにがける數おとその絲巧南洋巧巧巧巧 voLvii, no.4,pp. 

1も撕，2 figs., 2 pis.〔P.27 にサソ J のお♦がるる〕 

1944腐をを雄メ午シ。巧巧一を動が攀雜誌 vol. Ivi,no.1.2.3, pp. 57-68, I fig. 




